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〝
常
に
前
向
き
で
頑
張
り
た
い
〟

「
農
の
活
性
、
ブ
ラ
ン
ド
化
も
」
と
語
る

小
松
　
ひ
と
美
さ
ん

電
話
／
〇
二
四
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六
三
―
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一
一
三
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度
量
が
広
く
、
さ
ほ
ど
小
事
に
こ
だ
わ
ら
な

い
こ
と
を
指
す
言
葉
に
、
豪
放
磊
落
（
ら
い
ら

く
）
と
い
う
の
が
あ
る
。

一
般
的
に
は
〝
男
性
用
語
〟
と
し
て
よ
く
用

い
ら
れ
る
熟
語
だ
が
、
こ
の
小
松
ひ
と
美
さ
ん

（
六
一
）、
一
部
は
当
て
は
ま
る
よ
う
だ
が
、
本

質
的
に
は
繊
細
な
部
分
が
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
て

い
る
。
事
業
に
通
ず
る
野
菜
ソ
ム
リ
エ
の
資
格

を
も
取
得
し
、
日
本
の
伝
統
文
化
に
も
深
い
造

詣
を
持
つ
〝
パ
ワ
ー
ウ
ー
マ
ン
〟
で
も
あ
る
。

小
松
さ
ん
の
会
社
、
ナ
コ
ソ
青
果
サ
ー
ビ
ス

は
、
野
菜
や
果
物
と
い
っ
た
青
果
物
を
扱
う
卸

小
売
業
が
中
心
。「
新
鮮
・
安
心
・
安
全
」
に

は
特
別
気
を
配
り
、
提
供
を
続
け
て
い
る
。

こ
う
し
た
一
連
の
食
材
の
供
給
先
は
、
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
、
幼
稚
園
（
保
育
所
）、
介
護

施
設
、
ス
ー
パ
ー
、
近
隣
の
民
間
事
業
所
、
さ

ら
に
は
レ
ス
ト
ラ
ン
を
含
む
飲
食
店
な
ど
、
そ

の
エ
リ
ア
は
、
大
半
が
市
内
。

社
の
代
表
と
し
て
指
揮
を
執
る
小
松
さ
ん

は
、
毎
朝
、
六
時
半
に
は
会
社
に
入
る
。

「
商
品
は
毎
朝
、
水
戸
の
市
場
か
ら
搬
入
さ

れ
て
き
ま
す
。
私
は
、
朝
、
社
に
入
る
と
、
注

■
ナ
コ
ソ
青
果
サ
ー
ビ
ス
社
長

■
い
わ
き
市
錦
町
ウ
ツ
ギ
サ
キ
八
ノ
一

おんな劇場

「常にいいものを提供したいですね。食材の効果や食べ方についても啓蒙、推進を。伝
統文化の大切さもアピールしたい」と、真摯（し）に続ける小松さん
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文
書
を
確
認
し
た
り
、
商
品
を
そ
ろ
え
て
段

ボ
ー
ル
に
詰
め
込
ん
で
…
。
社
員
と
同
じ
こ
と

を
や
っ
て
ま
す
」

彼
女
が
今
の
会
社
を
受
け
た
の
は
、
今
か

ら
十
九
年
前
の
平
成
十
二
年
の
四
月
だ
っ
た
。

元
々
敷
地
内
に
あ
る
、
青
果
物
卸
売
業
、
勿
来

中
央
青
果
地
方
卸
売
市
場
を
母
親
の
貞
子
さ
ん

が
社
長
と
し
て
務
め
て
い
た
こ
と
か
ら
、
手
伝

い
を
続
け
て
い
た
小
松
さ
ん
自
身
、
こ
の
業
界

に
は
さ
ほ
ど
違
和
感
も
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

そ
の
後
、
彼
女
は
結
婚
、
二
児
の
育
児
期
間

を
経
て
、
四
十
八
歳
の
時
、
今
の
会
社
で
あ
る

同
サ
ー
ビ
ス
の
二
代
目
代
表
に
就
き
、
長
男
の

一
生
さ
ん
（
三
七
）
は
貞
子
さ
ん
に
代
わ
っ
て

同
市
場
の
社
長
と
な
っ
た
。

小
松
さ
ん
は
、「
納
品
先
で
あ
る
飲
食
店
や

1958年9月7日、勿来町生まれ。日本の
食文化、伝統文化の大切さを踏まえ、「良さ
を見直さないと。そして、いいものを伝えな
ければ」。伝統文化を残す一環として社では
「正月飾り」も製作。茶道のキャリアは、ざっ
と30年以上で、関連の器類も豊富。「この夏
には初孫の誕生予定も」と、にっこり。得意な
料理は、「ビーフシチュー」。Ａ型

こまつ・ひとみ
プロフィル

野菜ソムリエとして
食文化の啓蒙、推進

「
文
化
を
大
事
に
し
た
い
で
す
ね
」　
　

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎
◎

ス
ー
パ
ー
な
ど
は
土
・
日

曜
も
や
っ
て
い
ま
す
の

で
、
う
ち
の
場
合
、
こ
う

し
た
日
の
休
み
は
難
し
い

ん
で
す
。
で
も
、
変
則
的

で
す
が
、
社
員
に
は
週
休

二
日
を
と
っ
て
も
ら
っ
て

い
ま
す
」
と
話
す
一
方
、

「
私
も
連
休
は
あ
り
ま
す

け
ど
、
連
休
と
は
い
え
、

そ
の
初
日
は
い
つ
も
通
り
朝
に
は
会
社
へ
。
し

か
し
、
こ
の
日
の
夕
方
ば
か
り
は
ホ
ッ
と
す
る

ん
で
す
。
明
日
、
休
め
る
ん
で
す
か
ら
」
と
、

大
き
な
笑
顔
を
浮
か
べ
な
が
ら
続
け
た
。

こ
の
小
松
さ
ん
は
こ
の
ほ
か
、
二
つ
の
役
を

抱
え
、
奮
闘
し
て
い
る
。
一
つ
は
、
日
本
野
菜

ソ
ム
リ
エ
協
会
認
定
の
野
菜
ソ
ム
リ
エ
と
し
て

の
活
動
。
食
材
の
効
果
、
食
べ
方
、
食
育
に
つ

い
て
啓
蒙
（
も
う
）
を
続

け
て
お
り
、「
日
本
の
食

文
化
は
素
晴
ら
し
い
も
の

で
す
。
野
菜
、
果
物
な
ど

に
加
え
、
味
噌
（
み
そ
）

な
ん
か
も
そ
う
で
す
し
」

と
、
力
説
す
る
。

も
う
一
つ
は
、「
地
域

農
業
の
活
性
化
、
地
元
農

産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
」。
こ
れ
ら
の
軸
の
一
つ

と
な
る
、
い
わ
き
オ
リ
ー
ブ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

一
員
と
し
て
多
く
の
仲
間
と
と
も
に
、「
豊
か

な
自
然
を
次
の
世
代
に
残
す
た
め
」
の
諸
運
動

に
余
念
が
な
い
。

先
の
大
震
災
の
折
は
、「
野
菜
は
、
農
業
は

ど
う
す
れ
ば
と
…
と
、
い
ろ
い
ろ
考
え
ま
し
た

ね
ぇ
ー
。
で
も
、
前
向
き
に
と
切
り
替
え
、
つ

ら
さ
は
忘
れ
る
よ
う
に
し
ま
し
た
」
と
、
こ
れ

ま
で
歩
ん
で
き
た
道
、
震
災
時
を
振
り
返
り
つ

つ
、「
問
題
が
発
生
し
た
ら
常
に
前
向
き
で
頑

張
る
。
こ
れ
し
か
な
い
で
す
よ
」
と
強
調
し
、

自
信
の
笑
顔
を
見
せ
た
。

■お知らせ＝このコーナーでは、自ら選んだ仕事に、
あるいはその人生においてひた向きに励み、努めてい
る女性を紹介しています。情報をお寄せください。

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
隔
月
掲
載
で
す
。

豊
か
な
自
然
、
次
世
代
に


